
令和元年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 22 事業No. 150

事務事業名 エコライフ啓発普及事業
会計 一般会計

事業区分 経常 実施区分 継続
担当課等名 環境モデル都市推進課 開始 H21 終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
○ 10 豊かな自然と調和し、低炭素なくらしをおくる
   
   

分野別計画
 飯田市環境基本計画（21’いいだ環境プラン）
 第２次飯田市環境モデル都市行動計画
  

法令・例規等
 飯田市環境基本条例
  
  

事業目的
対象 市民、市民団体

意図 エコライフの実践、住宅の省エネルギー化を図る。環境人材教育とコミュニティ活動を展開する。市民団体が
脱炭素社会の推進に関連した活動に主体的に取り組む。

２ 事業内容

 

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)
★印はISO配慮事項

　エコライフコーディネーターを中心にエコライフの普及啓発事業を行っていますが、省エネモデル住宅の普及やエ
コライフの推進、情報発信など、来場者の増加につながり市民のエコライフへの転換を促進するような取組が必要で
す。
　老朽化した施設の計画的なメンテナンスと小規模であっても適時適切な修繕が必要な箇所があり、維持管理費が発
生しています。

1年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
　日常生活における低炭素活動の普及を図るため、りんご並木の
エコハウスを運営し、エコカフェ事業、エコライフコーディネー
ターによる啓発事業などを行います。
　旧飯田測候所を適切に管理し、環境教育の拠点となる事業及び
地地域と協働したコミュニティ活動を創出するよう運営します。
　また、飯田脱炭素社会推進協議会の運営及び支援を行います。

市民向けイベントのコーディネーター経費 255

エコハウスの管理運営 3,226

飯田脱炭素社会推進協議会への補助 10

旧飯田測候所の運営 5,065

  

  

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位 平成29年度
実績

平成30年度
計画

令和元年度
計画

令和2年度
 

エコハウス来場者数 人 6,060 10,000 6,000  
エコハウスにおける講座実施回数 回 63 60 60  
エコハウスにおける講座参加者数 人 939 700 800  
エコライフ情報発信回数 回 12 12 12  
旧飯田測候所来場者数 人   2,000  
施設を活用した環境学習事業等の回数 回   24  

      
      

1年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 8,556 （そ）旧飯田測候所建物使用料　960千円

（そ）旧飯田測候所電柱占用料　5千円国庫支出金 0
県支出金 0
地方債 0
その他 965
一般財源 7,591

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計 款 項 目

大
事
業

中
事
業

当初予算額 中事業名(科目名称)現計予算額

1    1 4 1
 
5  19
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0 エコライフ啓発普及事業費
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